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幽形霊地薩縁部の第蕊系騒感齢よ雛地質構i澄について

舟山裕士汽高　橋　　細鼎

　　　　　　　　R6sum6　　　　　　　　　　　　地暦は下部より，大曾根暦，宮宿暦，逡橋暦，卒塩暦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、およぴ豊田暦にわけられ，いわゆる油田第三系の岩相お
　Geo亘oge抗豊S意r眼et翼reξLn感Stra髄grap恥y　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび暦序関係に略々対比されるが，一般に砂相を呈し岩
　t｝亘e　Ter重置＆塗y　System亘n　the　Wester1R　Ma，】r一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相の変化が著しく，縁辺相を示している．。
　gin　ofy翻m盆ga捻B雛in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地暦は，南々西一北々東の走向を以つて緩い波状摺曲
　　　　　　　　　by　　　　　　　　　　　を示しており，大きな構造は見られないが，東縁部より

　　　　H．Funayama＆S．Taka五ashi　　　　　北縁部にかけて雁行欺の小ドーム構造の集合より成る大

　　The　area　surveyed　comprises　the　eastem　　曾根暦の小隆起幣があり・それを直接不整含に被う李塩

　flank，the　low　mountainous　land　wit虹roI．　暦よりの海浸的被覆現象がみられる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小隆起幣に沼う塩水の湧出，ガスの発散が認められ
　五ing　hillsユof　the　river　Mogami　ru血ning　3t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが，石油母岩としての岩相および構造よ1り考えて石油
　wester血margill　bf　the　Yamag3ta　basin．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱床の期待は薄い。
　　The　formations　of　the　area　are　correlated

　according毒o　the　rock　facies　and　the　strati一・　　　　　　　L緒　　　　言一　　，

　grap互y・th・e　so－called‘‘oil　Tertiary”，　　　　　昭和25年7月下旬より3月中旬にかけて27日間，5

which¢・mp・sed・Ungen6ral，sandyde一万分之・地形図を醜し，山形銚醐部の地鰍査を

　posits　with、remarkable　variet把s　in　rock　fa一　行つた。とこにその結果を報告する。

cies，indicatingt血emarginalfeatures6fbasin　　　本調査に当り・多六の援助と厚意を受けた山形県庁鉱

　sedimentatioh．Wavy　folding　struc亡ure　is　業課および現地町村役場の方々に厚く謝意を表奇る。な

　rev¢aled　wi出a　generα1trend　of　SSW－NNE　　お採取しだ化石鑑定について1多大の労を賜つた東北大

　direction，tLough　the　geolo9五cal　structure・　学理学部地質学古生物学教室の遠悪誠道・畑井小虎ρ西

。na丑＆rgescaleisn。げ。md．H。wever山省三の蔽蹴謝の意厳する・

　there　is　a　uphe＆val　zone，in　a　small　scale，　　　　　　「2。位置および交通

　whic亘consists　of　the　assemblage』of　dome　々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地は山形盆地の西縁部，すなわち山形県東村山郡
　s⑫ucture　lying　in　a　echelonic　way　Hir段sawa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の西部より西村山郡の東南部に跨り，宮宿町・左沢町』・
　b6d　which　con㌔pose〔i　of　the　tramsgr6ssiona1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴橋村・豊田村・中村・大寺村・相模村・大曾根村・作
　deposits・　、　．　　　　　　　　・　　　　　　　谷沢村の大部分と，大谷村・西五百川村の各東縁部とを

　Springsof　sa1並e　water　and　emitting　holes一含むもので，東は山形盆地に接し，西辺痴よび北辺は最

　of　g3s　are　found　along　the　upheav証zOne，　　上川を以つて，南辺は大曾根村常明寺と宮宿町大滝とを

　but撫e　authors　expect・1itte　hope　for　disco一　結ぶ略々東西ゐ線でそれぞれ境される区域で，その面積

　very　o｛petroleum　res6urce，considering　　およそ100km2を算する。

　from　the　rock　facies　and　the　geoIgic　struct一　　本地域り東方約8kmの地点を略々南北に通る奥羽本

　ure．　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　線より山形駅で分岐する本沢線は，本地域の東縁およぴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北隷近くを走つており，「崩前山辺」，「弱前長崎⊥「寒河
　　　　　　　要　　　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江」，r左沢」り各駅は調査地よ、り至近距離κある。その他

調査地は山形盆地の西縁部最上川以東の地域で，丘陵　　山形市・寒河江町・宮宿町を中心としてバスの蓮行あり，

性の小起伏をなす比較酌低夷な山地輩形成している。　　　本地域周辺の交通は至便である。調査地内においても，

厩轍所員　　　　　　『、地難較的低夷厭め1横断路縦断路数多く鍵し，
轍仙台丈所　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　中にはトラッ〃の蓮行可能なものもあり，恵まれた欺態
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にある。

なお本地域周辺を通る主なるバスの蓮行線を挙げれ

ぼ，…i欠の攻口くであるo

山形市一長崎町一寒河江町一左沢町一一宮宿町

山形市一犬曾根村古館

寒河江町一谷地町
ノ

疋宮宿町一荒砥町

3．地形概説
調査地域は白鷹山塊の北部を占め，西辺および東辺は

西部山地と本山地とを分離する最上川によつて劃され，

東辺は直接広潤なる山形盆地に連なる。本地域に近接し

て，南には白鷹山（992m）・高森山（784m）・鷹取山（606m）

が聾え，西方には高峰を誇る朝日嶽山列の諸群山，北方　，

には葉山（1，462m），月山（1，979m），東には奥砺中央分水

山脈の一部を構成する藏王印（1，841m），面白山（1，264

m），船形山（1，500m）の秀峰を望むことができる。

地域内は，丘陵性の小起伏をなすほとんど高距400m

以下の比較的低夷な山地を形成し，蜷かに南部地区に高

森山（螺m） ・鳥海山（隅m）・南端部には爾輝石安山岩

よ城る蜘（516m）・東黒森山（7弓6m）・酉黒森山（847

m）が見られるのみである℃、調査地内の漢谷は，地形低夷

なため谷筋は錯雑しており，その大部分は北西流およぴ

北流してそれぞれ最上川に注ぐが，東南部のものは東流

あるいは北東流して須川に流入するo

　主な河川には，本地域の西縁およぴ北縁を囲繧1して流

れる最上川があり，その滑岸には顕著な数段の階段地の

発達を見る。最上川は，第三紀暦中を蛇行する峡谷をな

して，南より朝日川・邊橋川・月布川を含しつつ，本地

域西北端の左沢町迄略々地履の走向と同一方向をなして

北流する。左沢町より急に東折した本流は，地暦の走向

を略々直角に切り，白鷹由塊の北端すなわち本地域の北

縁を巡つて長崎町に至り，その東方において須川と直角

に交わつて流路を北に転ずる。

4．地質’概説
本地域を構成する地質は，第三紀暦・第四紀暦および

新期火山岩類より成る。地域内に露出する地暦を下位よ

り順i次に挙げれぼ多くのようである0

1）第三系

　（a）大曾根暦

　　イ．下原砂岩部犀

　　・．芳沢硬質泥岩部暦

　（b）宮宿暦（凝友質泥岩，凝友岩およぴそれ等の

　　　　　　互暦）
　（c）　蓬橋暦（砂質泥岩，凝友質泥岩，凝友質砂岩，

　　　　　　凝友岩およぴそれらの互暦）
　　　　　＼

　（d）季塩暦（硬質泥岩，凝友質泥岩，，凝友岩，石

　　　　　　英粗面岩等の巨塊および礫を不規則

　　　　　　欺k含む凝次質砂岩，砂岩，砂質泥岩）

　（e）豊田暦
　　イ．下松山偽暦理凝荻質砂岩部暦

　　汀．中ノ沢砂質頁岩，頁岩質砂岩部暦

　　ハ．上松山凝友質砂岩部暦

・2）第四系

　　段丘砂礫暦

　　沖積雇
3）火山岩類

　　爾輝石安山岩およぴその岩屑

・調査地の西方，西五百川村川木附近以西には，第三系

の基盤をなす花崩閃線岩類が広く分布し，その上1を稽々

石質な安山岩質縁色凝友岩が直接不整合に被覆してい

る。ぞれより東方に向けて1順次に上位暦を露出して本

地域の宮宿贋に至る．もので，その聞幾つかの摺曲・断暦

を伴つてはいるが略々整合的関係にある。

本地域においては，最上川澹岸に発達する宮宿磨の上

に，東方に向けて邊僑暦・豊田暦が整合に累積しており，

豊田暦は本地域の大部分を占めて広く分布している。調

査地中の最†位暦たる大曾根暦は，東縁部および北縁部、

にi111ie餅状をなして断片的に現出しており，その上を李

塩暦が不整含に被覆して，大曾根暦同様断片的露出を示

すもので，』卒塩暦と豊田暦とは整合関係にある。すなわ

ち，禾地域東縁部に近く略々南北方向の小“ore罧を成

して現出する大曾根麿の爾側にZF塩層がtransgressive

overlapしており，邊橋暦・豊田贋は盆地周辺相を示し

て岩相の変化が薯しく，一般に砂相を呈する5走向は，

南々西～北々東の略々一定方向を有しており，背斜・向

斜が数多く存在するが，大きな構造はみられない。

調査地の第三系中には火成岩は全然認められないが，

これら地展の沈積の途中において遠隔地に火山活動が行

われたことは，地暦が極めてしぼしぼ凝友質であること

より推察することができる。本地域の南縁部に豊田暦を

不整合に被覆して発達する爾輝石安山岩質岩屑は，比較

的新期の噴出に係わるもので，雷山・東黒森山，西黒森

山は岩頸を形成し，爾輝石安山岩より成る。次に本地域

における各地暦を，新庄盆地周縁の地暦に対比すれぱ亥

のようである。

臥地質各読
1）．第三系

（a）大魯根層
本暦は地域内第三系の最下位を・占め，東縁部およぴ北

菅　新囲暦

轍芯
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盆地西縁部の第白系暦序および地質構造について（舟山裕士・高橋調）

越i山形盆地西縁部1糀魏購瞬炭喘陵
1舟　山1950i

第　沖　　積　　暦
四一一一一＝…一一一～一一…『『一一

紀　段丘砂礫．暦

鮮

新

第・

紀

世

・p～・隔・

中』

新

世

豊

田

暦

翻鮒加藤・早川翻舟巨1・北村・947

沖　槙　暦

段丘砂礫層

舟、　形　暦

泉　』川　贋

．清　水　暦

八　 向　暦

鮭　川　暦

舩購友恥暦　　　　　　　上部三盛暦
中・禮襲雛囎
下松山蟹謬響調榔三鵬

逡

＜聴暦
橋 暦

宮 宿 暦

・大

曾
根
暦

芳沢硬質泥岩部暦

下原砂岩部暦

上部古口履

下部古口暦

草　薙　暦
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泉　川　暦

清　水　暦

八　向　暦

鮭　川　暦

上部三盛暦

下部三盛暦

畑　互・暦

縁部にinlierを形成して露出しており，李塩暦により不

整合に被覆されている』本暦は主として硬質の泥岩およ

び砂岩より成り，その岩質よりa．下原砂岩部暦，b．芳

沢硬質泥岩部暦とにわけられる。

　イ．「下原砂岩部暦」；調査地の東南端下原の西方沢

滑いに小分布をなしてみられるのみで，その厚さは30m

以上を示す・主として硬質な友色粗粒砂岩，同質の次白

色石英砂岩およぴ線色の斑点を有する淡緑色凝友質砂岩

より成り，それに硬質頁岩・砂質頁岩・凝友岩・アルf

一ズ砂岩等の薄暦を抹在するもので，処により，砂岩・

頁岩の薄い互暦をなす所もみられる。

　・．「芳沢硬質泥岩部暦」；地域内では東縁およぴ北

縁澹いの，大曾根村芳沢・滝李南方・・相模村白坂南方お

よび北方の爾沢濃い，大寺村眞木袋・相沢，豊田村準

塩・鶯沢・柳沢西方の沢澹い等にinlier状を成して断片

的に小露出を示す。上下限を通じて観察されるのは大曾

根村地内に露出するもののみで，同処そは厚さ約60m

を算する。本部暦は，暗友色～友黒色の硬質泥岩，暗友

色硬質の捗質泥岩を主体とし，擬友岩・擬友質砂岩・次

黒色泥岩等を挾有するが，泥岩は北部において硬度を減

じ，宮宿暦中の稻々硬質な部分と区別が困難になる・本部

層はほとんど李塩暦により不整合に被覆されるが，豊由

村柳沢西方およぴ鶯沢にお“ては一部豊田暦に不整合に

被われ，下位の下原砂岩部暦とは多少漸移的関係にある。

地域内においては魚骨，魚鱗化石がみられ

るのみで介化石は発見されないが，調査地
　　　　　オジラ
の西南方山本村小白府，境小学校附近の

本暦と同暦準と思われる凝友質頁岩中に

ChJσ卿夕s　o貿zss吻θ銘σ‘z（yOKor且π孟）乙脅z置hJα

6ノグ，卿φρo短昭Yo躍1曜烈が認められ

た。

　（毒）宮一宿暦

　本暦は調査地の西端，最上川滑いに標式

的な発達を示しており，その暦厚は本地域

内において150m以上を算する。本暦は，無

暦理塊獣の暗次色凝友質泥岩と，自色～友

色の砂質凝友岩・緻密質凝友岩およびそれ

らの互暦より成る化石の豊富な地暦で，北

一
部

に至るに從い，岩相は一般に砂相を呈し

てくる傾向にある。下位暦との関係は，調

査地西方の西五百川村石須部附近におい

て，下位め硬質泥岩暦を整合に被覆してい

るのがみられる。上位暦とは，5～10mの

凝次質泥岩・凝友岩との薄暦互暦の上限を

以つて境界とした。との薄暦互暦は，北部

明神山下に至つて梢々不明瞭とはなるが，、

これの上位に整含的にくるsandpipeに富む砂質凝友岩「

と共によく追跡される。

赤釜の背斜の中心部最上川澹岸に，大きな団塊を包藏

す喬淡青次色の凝友質砂岩が15m以上の厚さを以つて

露出しているが，この部分は地域内の本暦の最下部を示

すもので，調査地西方の西五百川村太郎北方朝日川沼岸’

にみられる淡線友色の凝次質砂岩に酷似して％り，賂々

同層準と思われる。

なお本暦は，上下部を通じ豊富な化石を包藏してお

り，調査地域内最上川洛岸よりは次のものを産する。

Ro1α伽sp．

五初’h2αyPoshづz昭ヂα言P．，P刀乙0研〇五

伽！hiαcfr．y・sh加卿「P．助L。況、。五

Zノ％ピhダαsp．

Tθグε伽加勧sp．『

Cε紹s！04召触αcfr．繊プ％s伽αθ％s81〉oπ磁

Cθかαsガoo4θグ卿αcfr．　sh茗勿」θ％s8　yozζor4遅∠

Pαψ夕擁4εαcfr．甥諺o％翅R珊四

〇αs♂グα7zα～sp．

L％‘魏o卿ααo襯枷翻α・（Co瓶五P）

五％oづ％o卿αsp』

ハ4α00卿αピ0勿0召％sJsハ娠疋■r∠泌

ハ4αoo卿αcfr．初oo循9吻αハ4窟脇珊

P副μo卿αsp。
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3θプ吻召sツo為o夕伽画OTひ脳

S6プ吻θscfr．yo勧ン伽厩0盟灘

S8卿ρθssp．

3¢グ吻8s？sp．

Th翅s加％ゆφo％畑ぬB刃＆！〉〇四副

丁勿αs吻cfr．4粥4グ伽ぬ鵡＆No即烈

7勿αs加cfr．ゐ魏oiασo亙磁P

T勿αs加cfr，go％」面yOKo四謝
五π認sかo！召力is　sp。

．〈πσ〃6α」‘z％ピhosどo卿6二Z）刃8∬．

ノ〉‘zガoα」α％≠hos！o卿6夢Z》刃8π．

ハ冗α〃6αsp．

1〉ψi卿6αofr．卿04P召3如KびRO爆

磁ρi伽6αsp，

丁躍グiiε伽sp．

71％ズグ露6〃αcfr．　sαJshz‘召％s♂s　　ybノてor五慰孟

Fish　scale

F至sh　bone

（e）送橋暦
調査地の西南部に宮宿層を整含に被覆して分布し，邊

橋川に濃つて標式的に発達する。その暦厚は，宮宿・大

滝附近では欝」200凪を算するが，ヨヒするに歪楚つて厚さを

減少し，和合・大隅附近においては150m内外を示す。

可本暦は，無暦理友色の砂質泥岩・凝次質泥岩・暗友色

凝友質砂岩およぴそれらの互暦を主体とし，それに友色

～白色の砂質凝友岩・緻密質凝友岩・暗友色凝友質泥岩お

よび凝灰岩と砂質泥岩の互層を挨有するが，第1図岩相

変化図に示すように1a宅eralgradaitionが著しく，宮宿附

一
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第　1　図

近を中心として南部およぴ北部に行くに從い砂岩優勢に

漸移するもので，特に北部においてとの変化が顕著であ

る。本暦中に擁在する凝次質泥岩，特に邊僑附近に発貿

するそれは，宮宿暦中の凝友質泥岩に酷似し，その区別は

困難である。本暦の基底部に5～20mのsandp圭peに富

む砂質凝荻岩およぴ上限に10卑内外の砂質凝友岩があ

り，いづれもよく追跡されて示準暦として有効である。

なお船渡南方最上川滑岸の根合山背斜の中心部基底に，

砂質泥岩，凝友岩の下部に整含的に，白色の浮石質凝友

岩，暗友色泥岩等の巨塊を有する凝友質砂岩の露出がみ

られるが，その岩相は後述する李塩暦のそれと極めて類

似しており，ZF塩暦の一一部と思われるo

本暦よりは，宮宿東方新宿断暦附近，邊橋川河岸，明鏡

橋西方およぴ東方の躍上川濃爆において次の化石を産す

るo

Lづ％ピh♂窪sp．

C酪翻θ耀cfr．sh吻繍8y。π。翅脚

五％擁％o解αSp．

膨吻耀n．sp．

惚・0灘sp．（惚σ0耀・f．∫吻0ε襯S翻紐．）

ノ協α60卿αsp・　．

S召グプゆ召s』yo為o夕ごr卿δ才07倣r五

丁勿αs卿吻りρo％嬬ぬ8E＆ノVα四烈

　τ勿OS加C£r．吻φ0物αぬβ刃＆No泌磁
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山形盆地西灘部の第三系暦序およぴ地質構造について（舟山裕士・高橋調）

Thyos彦翅4徽4瀕如ぬ加＆1Vo涯σ磁，

丁卿s加cfr．卿伽如ぬ砺＆・八・辺ひ観

τゐツσsかαP　sp，

加〃・4？sp．

Fish，scale

Fishbone1，

F㎎z‘s6〆8銘α惚BI，

Fo9％s　cfr，cプεκ碗αB1，

勲9麗ssp．

3あグα謁　？　Sp．

　（蝉）　写塩暦　本磨はほとんど常に，調査地の東縁部

およぴ北縁部にみられる大曾根暦の芳沢硬質泥岩部暦を

不整合に被覆し，その周囲を囲饒して分布する局部的発

達を示している。調査地の東南端大曾根村地内において

最も厚く発蓬し約120mを算するが，北するに從い発達

不良となり，柴橋村李塩，鶯沢附近においては・60m以

下となる。

　本暦は硬質泥岩・凝茨質泥岩・凝友岩・石英粗面岩等　・

の数m～10数m，時には数10m大の巨塊およびそれ

らの礫を不規則状に含む凝友質砂岩・砂岩・砂質泥岩よ

り成る特異な岩相を呈する地暦で，直接大曾根暦を不整

合に被覆して発達するが，上位の豊田層には漸移的に移

化するもので，整合関係にある。本暦の比較的整然とし

た部分は邊橋暦p岩相に類似し，かつ前項に輯べたよう

に船渡南方最上川滑岸に露出する逡橋暦の下部に，本暦

のtongueの一部と思われる不規則な岩粗を示す部分の

あること，および上位の豊田暦とは漸移関係にあり，本

暦上部の砂岩は豊田履を構成する砂岩と区別困難なこと

より，本暦生成の時期は，少なくとも邊橋暦の堆積途中

より始まり豊田暦堆積の初期i迄およんだもので，本暦は

邊橋暦上部および豊田暦の下部と至ntりr伽gerの関係に

あるものと思われるo

　本暦よりは，左沢町伏熊東南方において次の化石を藍

する。

　3ε卿ク¢s　sp．

　4物鯉プα％ゆφo初oαぬβ刀＆亙o遡烈

　丁勿α5癩α癩4グ伽ぬ劒＆2〉o灘磁

　丁勿αs加『sp．

　M鋼o翻的‘o遡歪s濁膿
　．（e）　豊田暦　本暦は凝友質砂岩を主体とするもの

　で，地域内第三系の最上位暦をなし，調査地の大半を占

　めて中央部に広い分布を示しているo地域西部において

　は，本暦が西方の西村山坤域に発達する下位暦準より連

　続的にその上位に累積することは前述の如くである・

　　イ．「耐松山偽居理凝友質砂岩部暦」；本部暦は，調

観西部において醗禰9上鴎東縁部および北豫部

において：は卒塩暦の上に，いづれも整含的に広く分布す

る。調査地略々中央の中村下松山，大蕨西方附近およぴ『

最上橋附近の最上川澹岸を標式地とし，約200mの暦厚

を有ずる。本暦は主として，泥友質団塊を含む暗荻色～

次色の凝友質砂岩より成り，それに友色中輝砂岩・粗粒

砂岩・礫質砂岩を挾有するもので，偽暦理著しいのを特

徴とする。おな本暦は北部に至るに從い次第に浮石を含

み，最上川澹岸の最上橋附近においては偽暦理を示す浮

石砂岩を構成しているo

　　夙「中ノ沢砂質頁岩・頁岩質砂岩部暦」；調査地の

中央部および一部西縁部に，常に下位の下松山凝友質砂

岩部暦を整合に被覆して環状分布を示す。中ノ沢南方最

上川沼岸鵜ノ瀬附近，左沢町用附近および用北方最上川’

澹岸の崖，須合附近を主な標式地として発達し，60m内

外の暦厚を有するが，調査地北方に至つて尖滅するもの

の如く，高松村附近においては下位の浮石砂岩より漸移

的に上位の上松山凝次質砂岩部暦に移化しており，調査

地内においても北部において減少の傾向がみられる。本

部暦は，砂質頁岩・頁岩質砂岩・凝友質砂岩およぴそれ

らの互暦より成り，砂質凝友岩を換有するもので．処に

’
よ り凝友岩および砂質頁岩・頁岩質砂岩の薄暦互暦・亜

炭の薄暦を擁在する6本部麿よりは，用北方最上川沼岸

の崖，用東南方の崖，須合北方の崖および鵜ノ瀬東方最

上川溜岸において，次の化石を産する。

　Poゴσ卿2π4！1．　sp．

　乙初ピh毎Yos勉”αグφP．P四LO澱〇五

　Lづ％護h毎sp．・

　Cθプαεゴ046〃駕微鰯5α溺θ勿s6κo解磁

　Cθプσsピo伽耀cfr．s伽卿％s8Y・即y五灘

　乙％oづπo卿αhαπθ乞‘zzoα召％525ハアo辺・びE孟　＆　Z刀vβo　、

　一L卿魏o卿腐α6％躍初θα㍍Coπ磁η

　乙％oズ露o卿αn．　sp．

　丁御s瑠吻卿加ぬβ刃＆ノV・即麗

　％即s加4郷みα如ぬ朋＆ハ励fひ磁

　M夕α6魏8がoプ擁sβδ脳

Sα翫？sp．cfr．3π伽10脚砺贋？

　ハ，「上松山凝友質砂岩部贋」；本部暦は，中ノ沢砂

質頁岩・頁岩質砂岩部暦の上に整合に分布し，中村上松

山，P左沢町三郷附近を標式地として発達するもので・そ

の暦厚は100m以上を算する。主として》友色時に淡青』

色を示す細粒凝友質砂岩より成り，緻密質凝友岩を挾有

するもので，下位の中ノ沢砂質頁岩・頁岩質砂岩部暦と

は漸移的関係にある。

2）．第　四系
　段丘砂礫暦は，本地域の西縁事よび北縁を流れる最上

川流域に．比較的広範囲な発達が見られるo一一般に礫は安
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山岩・石英粗面岩・珪岩・頁岩等で，時に花闘岩類も混

’入する。

　沖横暦は，主として地域東縁および北縁に発達し，粘

土・砂およぴ礫より成り，沖積李地を構成する。

3．）火山岩類
　爾輝石安山岩およびその岩屑；爾輝石安山岩は暗紫色

～黒色，友黒色を呈して調査地南部の雷山，F東黒森山お

よび西黒森山塗構成し1同質め岩屑物は本地域の南部を

占め，第三系を不整含に被覆して分布する。これは調査

地南方に広範囲な秀布を示す白鷹山繭輝石安山岩質岩屠

の北縁部を構成するもので，比較的新期の噴出に係わる

ものである。

6．地　質　構　造（1）

　本地域西方に広く分布する下位暦よりの整合的累暦の

一蓮として，調査地西部に嫉下位より宮宿暦・逡橋暦・

E蹴o一〔コ扇騒篇A」 鐸；霞ζ二¶一愚O　N

A 鑛難舞i肇　難舞歌製一一一＝＝＿＿、〆

匿

G ’一
灘霧繋饗難難一聾肇強 c一

　E亜　慶……ヨ匪麹薩璽

版蜘囎謬噛毒曙薪憲
　　　　　　豊田層

圏　匿翌　躍
堅惚屠　　送雁屠　　宮宿層

2000

匿…ヨ・鵬　匿園
芳沢　　丁原　　火，ム岩癖
部層　　部層

3000　　　　　　　　4400

据牙鰯

第　　2　図

豊田暦が順次東方に整合関係を以つて発蓬しているが，

西縁部には大曾根封芳沢より大寺村眞木袋1豊田村柳沢

西方を通り，北縁部の柴橋村耶塩および鶯沢附近に至

る，略々南北方向の小規模な堆積のcoreを示すような

大曾根暦の小隆起帯があり，その周囲に李塩暦よりの海

浸的被憂現象が見られる。しかし地域内を渾じて走向お

よび背斜向斜・断暦の方向は像とんど南々西一北々東を

保ち，しかも地暦は緩い波状摺曲を示しており，南北方

向の隆起を除いて大きな構造はみられない。

　本地域北方の左沢町・高松村には，大曾根暦と李塩暦

』、

および豊田層とが調査地内と同様の関係を以つて現出し

ており，寒河江川流域の沖積地を羨んで，その北方の白

岩町・醍醐村地内には大曾根麿相当以下の地暦の発達が

みられ，その車を李塩層・豊田暦が海浸的被覆をなし

て，沖積李地に画した南縁およぴ東縁部に分布している。

ごれよりみて，本地域の小隆起幣と北方の大曾根層相当

より以下の下部暦≧は略々一連のτidgeを構成するもの

と推定される。しかして調査地の西南部よりその西北方

　（1）　第2図滲照
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にかけて一つの堆積盆地が想定される故（1），本地域の隆

起幣は，その堆積盆地と由形盆地を劃するような，南方

より突出した舌斌の小規模なcoreを構成しているもの

と考えられる。

　以下主なる背斜・向斜・断暦を列挙すれぱ次の如くで　、

ある。

　1）赤釜背斜
　　本地域の西縁を略々N200Eの方向に走り，西翼20Q

内外，東翼は10Q～40Qの傾斜を示す。本背斜は能中の

北方で沈降するものの如く，亡れの延長と思われるもの

は川通附近で南方に沈降する半弩薩欺構造を示し，中心

部に宮宿暦を現出せしめている。

　2）　：根合田山背斜　　　　　　　　　　　　　　・

　　根含田山の東部を略々N300Eの方向に走り，館山

の北部附近で南方に，船渡附近で北方に沈降するもの

で，西翼10Q僧200，東翼150～25Qの傾斜を有す農が，西

方の新宿断暦に暖する附近では50Q内外を示す。

　3）　送橋背斜，中郷背斜　　　　　　　　　　　・

　　下芦沢，邊橋附近より遅根西方，カツラを通り略々

N300Eの方向に延びるもので北方の上中郷と下中郷と

の略々中聞をN300Eの方向ド走る中郷背斜に連続する

ものと思われるが，逡橋背斜はカツラ北方で北に，中郷

背斜は柴橋村飛地附近で南に共に幾分沈降の傾向が見ら

れる。なお邊橋背斜は，カッラおよび遅根西方の邊橋暦

がin1五erとし纂現われている部分ならびに逡橋附近では

一部断贋に移化しており，西翼は600～800の急傾斜を

・示すが，東翼は一般に100～25Qの緩傾斜を呈す』る。こ

れが北方中郷背斜に至つて爾翼共緩かな15Q内外の傾斜

を示す。

　4）　年塩背斜，真木襲i背斜

　　李塩背斜は，李塩部落の北方最上川の船渡場東方約

100m附近を通り略々N200Eの方向に延びる背斜で，高

、嵩山の南部附近において沈降するドーム1構造（北部不明）

を呈する。眞木袋背斜は，相沢の東方より眞木袋を通り

柳沢の西部で北に沈降すると思われる略々・N250Eの方

向に延びる背斜で，東西爾翼共一般に100内外の緩傾斜

を示す。なお李塩背斜の西方約11．5km附近の鶯沢にお

，いて，不規則な小断暦を伴い，高鳥山の西方で南に沈降

する一つのドーム構造（北部不明）がみられるが，これ

らの背斜は共にその軸に沼つて本地域の最下部暦たる大

曾暦根を現出せしめており，略々N200Eの方向に延ぴ

る雁行欺のドーム構造をなしつ瓦，大きくは略々南北方

向の背斜構造を示すものと思われる。

　5）勢沢背斜

　芳沢・根際附近を通喬略々N300E方向の背斜で，

　（1）　第3・図蓼照

西翼10。～25。，東翼100内外の比較的緩い傾斜を示し，

一旦源長寺断暦により切断されるが，断暦以北において

は，これの延長は諏訪の東縁部を通過する。

　6）　下芦沢向斜，三郷向斜

　前者は下芦沢附近を通り，略々N300Eの方向に延

びる向斜で，爾翼共50Q内外の傾斜を示す。後者は三郷

附近を通る略’々N25？Eの方向の向斜で，西翼は100～

150，東翼は北部において50～35Qの傾斜を示すが，南

部のカツラ西方附近では500～70Qの急傾斜を呈する。

なお明らかではないが，下芦沢向斜は古棋の北方で，三

郷向斜は根合田山東方附近で，共に半向心構造を呈する

傾陶がみられ，爾者は相関聯するものと思われる。

　7）上松山向斜

　上松山の東方を通り略々N25。Eの方向に延ぴるも

ので，北部柴橋村飛地東方附近で半向心構造を呈する。

本地域最上部の上松山擬友質砂岩部暦・中ノ沢砂質頁

岩・頁岩質砂岩部暦（豊田暦）は，主として本向斜軸お

よび前述の三郷向斜軸に沼りてその分布を示す。

　8）新宿断層・

　新宿の東方より大隅の東方最上川の直角に曲る辺り

を通る断暦で，新宿の北東方においてはN、20。E，W800

の断暦面を示す。大隅東方の最上川沿岸においては，明

瞭な断贋面はみられなy・が，豊田暦（下松山偽層理凝友

質砂岩部居）と宮宿暦類似ゐ岩相を呈する邊橋暦とが直

接しかつ断暦附近は500～800の急傾斜をなす。

　9）源長寺断暦

　相模村源長寺附近より略々：N80Q　Eの方向に走る，

小規模な横擦れ胴切断暦である。・　　　・

　恥）金沢断層

　本地域の東縁部を北々東に走り，大寺村金沢附近に

抜けるもので，根際北方において源長寺断暦により切断

される。

7．塩水・ガスおよび鉱泉

　調査地内においては石油の徴1戻はみられないが，塩水

およぴ鉱泉の湧出，ガスの発散が認必られる。

　塩水は柴橋村卒塩の西端（1）に卒塩層中より自然湧出一

箇所，塩水井二坑，豊田村岡の北方（2）に1豊田暦中より

自然湧出一箇所，塩水井一坑がみられ，共に風呂水に利

用されている。なお戦時中は，卒塩の塩水を使用して製

塩を行つたというととである。このほか本地域の東南端

近く，村木沢村出塩よりも往時塩水の自然湧出があつた

と云われるが，現在はみられない。

　ガスは，豊田村岡西方の耶塩背斜の略々中心部（3），李

塩暦中より発散しているのが認められるo・

（1），（2），（3）増質図蓼照
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鉱泉は，豊田村柳沢の南西眞木袋背斜の略々中心部大

曾躍幅よぴ左沢町三題方の晟hll〕群豊田暦卿
湧出しており，共に硫質冷泉で湧出量は比較的多い。

8。．結“
岡

本地域に発達する第三系は，下部より大曾根・宮宿・

邊橋・李塩・豊田の各履にわけられ，その岩質および累暦

　　　　　　　　　　ヤ関係は第1図に示す如くである。これらの各暦は，下部

より上部迄いわゆる油田第三系の岩相および暦序関係に

略々対比されるが，一般に砂相を呈し，縁辺相を示す。

地域西部においては，西方に発達する線色凝友岩暦よ

りの一連の累暦関係を以つて，新庄盆地周縁の古口暦に

対比される宮宿よりの発達が見られるが，東稼部より北

縁部にかけて南北方向の小隆起帯があり，邊橋暦上部よ

り豊田暦下部にかけての同時異相と思われる耶塩暦が，

草薙暦に対比される大曾根暦を直接不整合に被う海浸的

被覆現象がみられ，この現象は盆地周徴において地域北

方迄追跡できる。

各地暦は南々西一北タ東の走向を以つてほとんど緩い

波獣摺曲を示しており，東豫部より北縁部にゑけての小．

隆起帯を除いて大きな構造はみられない。この隆起帯

は雁行状小ドーム構造の集まりより成るもの餐，これに

澹つて塩水，鉱泉の湧出およびガスの発散が認められる

が，石油ρ徴候は見られない。

上述の結果より，本地域内においては石油母岩として

⊂）岩相およぴ構造上より考えて石油鉱床の期待は薄い。

　　　　　　　　　　　　以　　上
　　　　　　　　（昭和26年3月20日）’
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昭和25年11月，伊豆半島湯ケ島において，現在探鉱中

菅鑛床部』

の湯ケ島鉱山を中心とする地域の地質およぴ鉱床の調査

を行つたので，その概要を報告する。

地形測量1は現：採掘鉱区北部を中心として，本所徳藏技

官により行われた。

、2．沿 革

　郡誌，伊豆日記に去れぼ本鉱山は文轍年聞に発見され

　たもので，慶長年間大久保石見守により盛んに開発され

　たと記るされている。当時の隆盛は今なお，旧坑，菩提－

一
寺 め遺跡，五輪石塔等により推察される。

　大正6年，東京の原智室により開発され，その後東虎

　二郎の手を経て，同9年に土肥金山株式会肚の所有とな

　つた。大正9年，会謎により事業が開始され，その後一

　時休山していたが，戦後の傘山復興熱により再開され現

　在に至る。

　鉱業灌者　土肥鉱業株式会粒

　同上住所　静岡県田方郡土肥町　’

　鉱　種金銀鉱
　鉱区番号　静岡県採登第32号

　　　　　同上　　第67号
　　　　　　3．位置および交通
　位置　・∴‘一・…静岡県田方郡上狩野村湯ケ島

　交通
9一（117）




